
だけが試験区間で有意な差を示したので表-211: 

示しました。

乙れらの乙とから 6樹種のうちではシラカンパ司

が光l乙対する要求度が最も高く、光補償点は相対

照度 55ぢより高いと乙ろに位置しているのではな

いかと考えられました。乙れらに対し他樹種は 5

鉱区の生長が不良ではあるが枯慣はまだ発生して

いないので、光補償点は 5%以下に位置している

ものと考えました。

草本類は 7月下旬までlζ ヨモギ、アカザが発生

しましたが、 55ぢ区では乙れらが認められずスギ

ナが 4g/ rrfほど発生しました。ヨモギ、アカザの

草丈と現存量は図-2、 311:示したように相対照

度の低下に伴う顕著な現存量減少が認められまし

た。

一般林地でも相対照度約 205ぢが確保されれば、

ケヤキ、キハダ、イヌエンジュ、クヌギ、コナラ

は樹下植栽の可能性が高いと考えられます。シラ

カンパは極めて陽性と判継されるので樹下植栽に

は不適当でしょう。相対照度 205ぢでヨモギの現存

量は対照区に比べ 10%程度となったので、他の草

本でもこれと同様の傾向を示すと思われ、相対照

度 205ぢ程度の林分であれば下刈作業が極めて軽減

されると考えられます。

(造林部片倉)

マツバノタマバエの生態と防除

1 .はじめに

マツバノタマパエによる被害を防除する方法に

は二通りあり、その一つは、成虫が発生しはじめ

る初期にダイアジノン、スミチオン、ディプテレッ

クスなどの粉剤または微粒剤を地表K散布する方

法、他の一つは、成虫が発生しはじめてから発生

最盛期にいたる期聞にスミパイン乳剤を、新しく

伸びはじめた針葉着生部に空中から散布する方法

です。

今回紹介する方法は後者に属する葉面薬剤散布

であり、乙の薬剤散布の適期を中心に述べます。

2. 生態と被害

マツバノタマバエは年 1回発生し、アカマツや

クロマツの針葉iと寄生します。成虫は県下では 5

月下旬から 6月にかけて現われ、伸長初期の短い

針葉の二葉聞に産卵します。ふ化した幼虫は針葉

健全葉 |葉鞘あり l 葉鞘なし

被害葉

(コー-)レ形成葉)
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基部の葉鞘に包まれた部分iζ寄生し、ゴール(寄

生をうけて植物体の一部が異常に肥大したり崎形

になった場合、これをゴーノレと呼ぶ)を形成しま

す。ゴール内で成熟した老熟幼虫は秋から冬にか

けてゴールから脱出し、落葉層や浅い表土中など

で幼虫態で越冬して、 4月下旬から 5月にかけて

踊になります。

被害葉は伸長が阻害されて短く、基部はゴール

がつくられ膨らみ、幼虫脱出後の晩秋から冬にか

けて被害葉は枯死、落葉します。ゴーノレ形成率

(針葉数iζ対する被害葉の割合)が 50~ぢ前後で、

乙の被害が二・三年続くとアカマツは衰弱しはじ

め、なかには枯損木が発生しはじめるようです。

そ乙でゴーノレ形成率 30~ぢを目途に防除対策を講じ

る必要があると考えられます。

県下の主な被害地域は、長野市・豊野町・東部

町・堀金村・三郷村・梓川村・飯島町・松川町・

高森町などです。

3 .葉面薬剤散布の適期について

薬剤を散布する適期は、マツバノタマパエの生

態を観察する乙とにより、おのずから定まってく

るので、乙の条件を次iζ述べます。

(1) 雌成虫の産卵習性と針葉の長さ

ア.産卵にあたって雌成虫が選択する針葉の長さ

は、 13mmから 19mmのものである乙とが知られて

います。

イ.昭和 61年K三郷村(標高 680m)で産卵時期と

産卵された針葉の長さの関係を調査したと乙ろ、

産卵された針葉は表 -1 IL:示すように、 6月 5

日比初めて確認され、その長さは 20.8:t 1.2 mm  

でした。

(2) 幼虫の寄生により針葉が互いに癒着し始める

時期

若齢幼虫が針葉基部に移動定着し、組織を抵

食すると、抵抗性のないアカマツの場合は抵食

された傷口を治癒しようとする力が働き、その

結果、幼虫に栄養を供給し生存を促すことにな

り、やがて寄生をうけた針葉基部は互いに癒着

し始めます(コ'ーノレ形成初期)。針葉上に卵塊

が認められてから針葉基部が癒着するまでの期

間は表-1に示すように約 1カ月です。

癒着した針葉基部の組織はすでに破壊されて

いますので、幼虫を薬剤により殺虫できたとし

ても寄生をうけた針葉は枯死、落葉します。 ζ

のため針葉基部が癒着する以前lζ薬剤lζより幼

虫を殺虫しゴール形成を阻止するととが大切で

表-1 マツバノタマパエ卵態の推移と幼虫の発育および針葉基部の癒着状況

一一 61年、南安曇郡三郷村における調査結果一一一

ミ
針葉の長さと寄生の推移 産卵から針葉基部が癒着するまでの経過

総針葉産卵さ 産卵され産下され
産下卵の発育状況 ふ化幼虫と針葉の癒着

着生数れた針寄生率た針葉のた卵の位
未成熟~塊 黄色卵塊 癒着なし 癒着あり

葉数 長さ 置(基部

を基点) 本数比率本数比率 本数比率本数比 率

5月27日 1，584本 O本 予ぢ ロ1町1 ロEπI 本 % 本 % 本 % 本 9ぢ

5月31日 1，562 O 

6月5日 1，575 20 13 20.8士1.2 16.2:t1.3 18 90 2 10 

6月11日 1，422 52 3.6 24.1土4.0 17.1:t2.3 3 5.8 49 94.2 

6月20日 1，534 89 5.8 29.4:t5.4 18.5:t4.3 1.1 66 74.2 22 24.7 

6月26日 1.610 132 8.2 32.5土6.0 22.2士6.0 53 40.2 79 59.8 

7月4日 1.669 185 11 .1 37.2士6.3 21.8土6.3 79 42.7 79 42.7 27 14.6 

調

凶 針葉着生総数は、試料木 20本の樹冠層中部から当年枝を l本ずつ採取し着生していた針葉数の累計値である。

咽

E
A

4
B
E
E
-



す。

ゴ.ーノレ形成が阻止された針葉基部の抵食によ

る傷口は、やがて黒褐色を呈した傷痕となりま

す。乙の傷痕を形成した針葉は、被害葉と同様

に伸長が阻害され短いが、早期に落葉せず寄生

をうけない針葉と同様に着生しています。

4.防除効果の判定基準となる傷痕形成葉

現在のと乙ろ傷痕形成葉(抵抗性を示す個体も

同様に傷痕を形成するため、乙の個体は除く)の

多少で防除効果を判定しています。すなわち寄生

葉数(ゴール形成葉数と傷痕形成葉数の合計値)

に対する傷痕形成葉数の割合(以下「傷痕形成葉

の割合Jという)が高いほど防除効果は高いと判

断しています。

5.薬剤の空中散布による防除効果

昭和 60年 6月、空中散布時における傷痕形成葉

の割合は、表-21<:示すように産卵された針葉の

長さが三回の試験のなかで最も長いと乙ろで、最

も高い値を示しました。乙れは表-3 Iζ示すよう

に、産下卵の発育状況をみると、三回の試験のな

かでは最も発育が進んでおり、薬剤散布が行われ

た6月 19日にはすでに針葉基部に移動定着し、組

織を抵食し始めていた若齢幼虫の割合が高かった

ためと考えられます。

6.有効発育積算温量と薬剤の散布時期

61年春からの気温の推移に基づいて薬剤散布が

行われた時点、とその防除効果の関係をみるため、

有効発育積算温量(発育零点は 80C付近にあると

されているので 1日1日を基点として毎日の平均

気温が 80Cを越えた日々について日平均気温から

80Cを差し引き、その残差を累積算出したもの一

以下、有効温量という一一)を求めて考えてみま

表-2 空中散布によるスミパイ ン乳剤 30倍液・ 60i /ha散布の防除効果

区分 産卵された針葉 防 除 効 果

調査年月日 本数 長 さ 産下された卵の 薬剤散布 傷震童基糞議
試験地

位置(基部を基点) 年月日 コtール形 + 痕形成葉数x 1∞の値

町1町1 町】m
松川町 59・6・20 113 24.9 :!: 5.3 17.5土3.6 59・6・27 16.2 分6

=郷村 60・6・13 157 26.6 :t 4.4 20.1土45 60・6・19 33.1 

" 61・6・11 8 18.3土2.8 14.3土1.9 61・6・12 26 2 

表-3 産卵された針葉の長さと産下卵の発育状況

ふRi調査年月日 本 数
産卵された |産下きれた卵の 産下卵の発育状況 摘 要
針葉の長さ 位置(基部を基点)

59・6・20113本 24.9士5Tm17.5土3.Fm 黄色の卵塊が多い スミパイン乳剤、60e!ha散布
松川町

" 9 23.8:!: 4β 18.0:!:4.2 " 対照区

60・6・13157 26.6:!: 4.4 20.1 土4.5 ふ化率52.6% スミバイン乳剤、60e/ha散布
三郷村

" 131 23.7:t3.5 17.4:!: 3.1 グ 44.49彰 対照区

m・6・11 8 18.3:!:2.8 14.3士1.9 未成熟お%、黄色卵塊75労 スミバイン乳剤、60e/ha散布

" 
N 6 19.6土5.0 14.3士2.4 " 175ぢ、 N 835ぢ 1/ 120e!ha 1/ 
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す。

なお、有効温量の数値は、松本測候所(標高

610 m)の資料 (61年長野県気象月報)により、測

候所と試験地の標高差を考慮し、気温の逓減率を

0.55 oc/ 100 mとして求めました。

表-1 le示した産下卵の発育状況および針葉の

癒着状況などと有効温量との関係をみると次のよ

うになります。

成熟(黄色)卵塊 1O~ぢ 345日度

" " 95 ~ぢ 395 11 

薬剤散布日 405 " 
ふ化幼虫 25必 495 〆~

11 60% 560 " 
針葉が互いに癒着 1596 650" 

以上の乙とから、防除適期の範囲は暫定的に有

効温量が 400日度(ふ化直前)になる乙ろを目途

le 550日度(針葉が互いに癒着する以前〉になる

までの期間(約 15日間)を考えたい。

なお、 59年および 60年の産下卵の発育状況をそ

れぞれの有効温量にあてはめると、一部適合性に

欠けると乙ろもみられますので、今後、羽化初発

日、産下卵の発育状況などと有効温量との関係を

調べ、的確な防除適期を求めていきたい。

7 .防除効果判定についての今後の課題

4の項で防除効果の判定に傷痕形成葉の発生状

況を基準にする、と述べましたが、乙れはあくま

でも幼虫が組織を砥食する ζ とにより生じた傷口

のある乙とが条件になっています。

薬剤散布時に卵態であった場合を考えますと、

その後ふ化した幼虫は薬剤の付着している針葉腹

面上を針葉基部の方向へ移動する途中で、なかに

は薬剤に接触し、組織を抵食する以前iζ死亡する

個体があるものと考えられます。乙の場合、産卵

された針葉でも傷痕形成葉として把握できず、む

しろ産卵されなかった針葉として取り扱われる乙

とになります。

昭和 60年に行った薬剤散布試験結果では、防除

効果として算出された傷痕形成葉の割合の値は表

21C示すように 33~ぢと小さかったにもかかわらず、

乙の試験地では自にみえて緑が回復し薬剤効果が

認められました。

乙れは前述したように産卵された針葉が被害葉

にならなかった ζ と。薬剤による殺虫効果でゴー

ノレ内の幼虫生息数が低くおさえられ、その結果肥

大しないゴール形成葉(ゴール幅は針葉とほぼ同

じ太さ)が認められた乙となどが関与したものと

考えられます。肥大しないゴーノレ形成葉のなかに

は幼虫の生息数が少なく針葉組織の一部が癒着し

ていないため、被害葉であっても枯死せず、外観

上健全葉とみなす乙とができるものもあります。

乙れも薬剤散布の効果と考えられます。

したがって傷痕形成葉の割合は効果の一部分を

示すものとみるべきであり、今後、全体の防除効

果を判断できる新しい基準をみいだすととに努め

Tこし、。

(造林部小島)

守ろう 育てよう
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